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詳しくは
となりのページへ

あ
れ
？

ナ
ビ
で
ル
ー
ト
の

設
定
を
し
た
ら
、

昨
日
と
違
う

ル
ー
ト
が
案
内

さ
れ
た
ぞ

こ
の
ナ
ビ
は
、

今
走
っ
て
い
る

た
く
さ
ん
の
車
の

走
行
デ
ー
タ
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

分
析
し
て
、

目
的
地
ま
で
の

現
在
の

最
適
ル
ー
ト
を

案
内
し
て

く
れ
る
ん
だ
よ

あ
と
は
、

一緒
に
ド
ラ
イ
ブ
に

行
っ
て
く
れ
る

彼
女
が
い
れ
ば
な
ぁ
…

さ
ら
に
、気
象
デ
ー
タ
と

連
携
し
て
、路
面
凍
結
を

予
測
し
て
教
え
て
く
れ
た
り
、

逆
に
、ナ
ビ
で
収
集
し
た

急
ブ
レ
ー
キ
の
デ
ー
タ
が

交
通
行
政
に
活
用
さ
れ
た
り
、

安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
に

貢
献
し
て
い
る
ん
だ

キ

ビッグデータ
ー ワ ー ド で 日

今月の 
キーワード

本 が わ か る !

【Big Data】びっぐでーた
ＩＣＴ（情報通信技術）の進展により生成・収集・蓄積等が可能・容易になる多種多量のデータ

ビッグデータ

カスタマーデータ

顧客情報管理シ
ステムなどで管理
されるD M等販
促データ、会員
カードデータほか

ウェブサイトデータ

ショッピングサイトや
ブログ等に蓄積され
る購入履歴、ブロ
グエントリーほか

オペレーション
データ

販売管理等の業
務システム上で生
成されるPOSデー
タ、取引明細デー
タほか

マルチメディアデータ

ウェブ上の配信サイト等で
提供される音声や動画ほか

ソーシャルメディアデータ

参加者が書き込むプロフィール、
コメントほか

オフィスデータ

オフィスのPC等
で作成されるオ
フィス文書、E
メールほか

センサーデータ

GPS、ICカード
やRFID等で検知
される位置、乗
車履歴、温度、
加速度ほか

ログデータ

ウェブサーバ等で
自動的に生成され
るアクセスログ、
エラーログほか

M
onthly keyw

ord ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
の

現
在
と
こ
れ
か
ら

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
現
在
、
検
索
や

E 

C
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
の
ウ
ェ

ブ
サ
ー
ビ
ス
で
収
集
さ
れ
、
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
に
活
用
さ
れ
進
展
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
や
技
術

に
加
え
、
店
の
レ
ジ
や
自
動
販
売
機
等

に
備
わ
る
セ
ン
サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
か
ら

収
集
さ
れ
る
様
々
な
デ
ー
タ
も
、
実
社

会
で
活
用
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
の

必
要
性

　
競
争
が
激
化
す
る
国
際
経
済
や
社
会
。

人
口
減
少
等
に
よ
る
人
的
資
源
の
縮
小
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
で
再
認
識

さ
れ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
情
報

の
重
要
性
。
こ
れ
ら
の
状
況
の
中
で
、

も
の
づ
く
り
な
ど
に
加
え
日
本
の
国
際

競
争
力
を
強
化
す
る
に
は
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
を
戦
略
的
な
資
源
と
し
て
積
極
的

に
活
用
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

I
C
T
政
策
の
役
割

　
国
、
地
方
自
治
体
、
公
共
・
民
間
事

業
者
等
に
お
い
て
生
成
等
さ
れ
る
多
種

多
量
の
デ
ー
タ
が
、
収
集
や
蓄
積
、
公

開
、
流
通
、
連
携
等
さ
れ
る
こ
と
を
通

じ
て
、
社
会
全
体
で
共
有
で
き
る
知
識

や
情
報
と
な
り
、
社
会
的
課
題
の
解
決

や
経
済
活
性
化
に
貢
献
さ
せ
る
こ
と
が

I 

C 

T 

政
策
の
役
割
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
以
上
に
あ
た
っ
て
は
昨
今
の
個
人
デ

ー
タ
の
取
扱
い
問
題
等
、
実
社
会
へ
の

適
用
や
技
術
開
発
の
進
展
状
況
等
に
関

す
る
国
際
的
な
動
向
も
見
極
め
つ
つ
、

制
度
的
・
技
術
的
課
題
の
解
決
等
へ
の

取
組
が
必
要
で
す
。

8

ビッグデータ

どんなことが
できるの？

天気や走行データ、防災データ
等のセンサデータから、渋滞回避
ルートをはじめ省燃費ルート等の
情報を提供することができます。

車の渋滞予測が
できる！

犯罪発生履歴データや防犯カメ
ラの映像データ等から、犯罪発
生率の高いエリアの防犯体制を
強化する等、より安心な防犯体
制を構築することができます。

安心な防犯体制を
構築できる！

被災地における住民等の位置デ
ータや医療データ等から、パーソ
ナライズされた誘導情報を被災
者や支援者等へ提供し、スムー
ズな減災誘導が実現できます。

災害時にスムーズな
減災誘導ができる！

ショッピングサイトなどでは、
購買履歴のデータから顧客に
合わせた情報を送ったり、カ
ーナビなどのGPSデータから
は、これからどのエリアが渋
滞するかも察知できて、その
情報をドライバーに伝えること
ができるんだ。刻一刻と集ま
る現実の膨大なデータ「ビッ
グデータ」を集めることで、部
分的だけど近未来が予測でき
たり、私たちの暮らしに役立
つ情報が得られるんだよ。
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次世代テレビ
スマートテレビの

特集

時代がやってくる！
最近、急速にスマートフォンの利用が広がっていますが、
新たに注目されているのは、みなさんの家庭の真ん中にある

テレビの進化形サービス、『スマートテレビ』！？
そんなスマートテレビについて、ご紹介します。

界
　
整
備
い了送放

送
ビ化トなブや

　
新放

でこ て
世
界
最
高
水
準

すの スすワ端
末
レテ し送ものさ るデにがるー ッレ い・最よれ なジお展

開
なクがトビ ウ

うま タい かが広、、 サ高 ど

現
在
、
我 ェにす ルてさ、

多
様

高
速
化
・

くゲスが ー水 、 ブ、
我
。 化はれ ーマ国準 I ビ

が、
地
上

て
普
及ムーで を

の C スが の 今
年

いな し機トは 連I T国 イ まウワ なフ、 携C に ン分のテすェイ どォパ さT は フ野春レ。ブヤ

、
情
報のンソ

環 せ、
世

ラににビまサレネ 、コ
境 がお完放たースッ

様
々タン る

、

てテ現な提
供
者

でこトせる
　
をる上か新が

くレしニ きでテるのそ遂よのらにあ
るビてー 、もレ新がこげうウそより
ののくズがし ビし でよにェのっま
で

、
誰

す
時
代
れに
る応

参
画
か 」い う ブ
も でサ

、
放
送
、
大

な てす
と とるサ

垣
根、が

。が、えし、
多
です

、
利
用
者

ーときしなーをあ、
、そる も。 ウくてどビ越らウビ
こんサ く楽い ェ い スえゆェスれなー のしつ ブ

注
目ま

、
一
層
がてるブ、かスビ サむで「をさす 今

らマスのーこもス れ。の
利
用ま

技
術

やーを様
々
ビと、マ

連
携て でで の

っト実 スがどーさい
進
化き以

情
報
端
末革

のでを時の
　
し示しなマ共

有

　
ま利あ携利

用
をコ通でが

　
サ様ユ充きタに特さいすたりイ 例すにふを 楽ンじきウス

実るイ、性ら ー。 々ーサるコまズしえ アれ シしテてるェマ
よム安をに ザーこンすすたば クる

可
能ーむン、

放
送

たブー ビな
期うリ心生、ビとテ。るり、

好
トセ様

々
とンこツ めと スニー待にー・か放 テスでンまこ ス しにと・ 、リ ーの のなに安し送がる手全てと

なにに、通
、
誰
ツたと

、
自
分
好

レき でなな応がアにイアビ 実ズ実
現

や が な き情
報
がじでプ ンルでに で る らてきリ タタど入つ

関
連 現に災信 は

。 さと きみ よに まケしーイ、れい害 応の
手
話

仲
間 、

サるて時それっ C

、
多
言
語るにと うさ

、
世 すーたネム放 え

ーこのやれまてG によカ体
験

にらの

端
末
間。シ ッで送 るビと情緊ぞすもを対

応
うス なに中のまョ

様
々ト 番

スが報急れ。優表 にタを り便に連たンなを
連
動組

が

さ
れ
ま
す

、

スマートテレビって何？

　東京の春江さんは、子どもの
秋太君と一緒に、サッカーの日
本対ドイツの試合中継を見てい

ます。友人のエマさんは、大阪で同じ試
合を見ています。

1

　ドイツ人のエマさんは、いろいろな言
語の字幕を表示させる機能を使って、テ
レビ画面にドイツ語の字幕を表示させな
がら、試合を見ています。
「Ein Traumpass!」（ナイスパス！）

優しい2

Ein Traumpass!

誰にとっても

　日本が先制ゴールを決めると、春江さ
んはタブレットを使って、大阪のエマさん
にテレビ上の画面でコメントしました。「や
ったわ！」
　それを見たエマさんはタブレットを使っ
て「ドイツはこれからよ！」と、東京の春江
さん宅のテレビ画面へコメントしました。

好きな仲間と
体験を共有できる3

　春江さんは、好きな選手の動きが見た
くて、タブレットを操作してテレビの画面
を切り替え、その選手だけを追う画面を
追加しました。春江さんは「ボールを持
っていなくても、意外と動くのね」と感
心しました。

カスタマイズできる4
君はゲー

ム機とテレビを連動させて、試合に関連
したゲームで遊び始めました。ゲームで
勝つとサッカーの割引チケットがもらえ
るので、秋太君は夢中です。

がる
　試合を見ている途中で、大雨警報

災害時や緊急時に
役立つ6

が。春江さんは、夫の夏夫さんの帰路
を心配していたところ、テレビ画面に路
線情報の画面が立ち上がりました。そし
て、あらかじめ登録していた、夏夫さん
が使う路線「四季電鉄」が、平常運行し
ていると情報が流れ、一安心しました。

　ハーフタイムになると、秋太

スマートフォンや
ゲーム機とつな5 自分好みに

スマートテレビ
時代は
こうなる!?

メッセージ

やったわ！

春江

ドイツは
これからよ！

エマ

四季電鉄　平常運行

友人
エマさん
大阪 東京

秋太君

春江
さん

夏夫
さん

登場人物

GAME

路線情報
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2

ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
を

構
成
す
る
３
大
機
能

　

日
本
の
強
み
で
あ
る
「
多
様
な
コ

ン
テ
ン
ツ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
文

化
」、「
高
度
で
多
様
な
端
末
」、「
コ

ン
テ
ン
ツ
配
信
イ
ン
フ
ラ
」
を
生
か

し
、
放
送
・
ウ
ェ
ブ
を
連
携
さ
せ
た

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
・
発
信
し

て
い
く
の
が
日
本
の
目
指
す
ス
マ
ー

ト
テ
レ
ビ
で
す
。

　

本
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
た
め
の
ス

マ
ー
ト
テ
レ
ビ
の
基
本
機
能
で
あ
る

1.
放
送
・
ウ
ェ
ブ
連
携
、

2.
多
様
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

　

  

コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、

3.
端
末
間
連
携

　

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
基
本
機
能
を
軸
と

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
よ
り
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
と
も
に
、

日
本
の
産
業
競
争
力
の
強
化
が
期
待

で
き
ま
す
。 日本が目指す

未来のスマートテレビ

　これは、放送コンテンツとイン
ターネットにおけるウェブアプリケ
ーション・コンテンツが、それぞれ
の特性を生かして有機的に連携で
きる機能です。大容量・高信頼な
放送コンテンツと、双方向で個別
ニーズに対応できるウェブコンテ
ンツの連携により、新しいサービ
スを提供することができます。

　これは、放送事業者や通信事業者に限らず、サー
ドパーティ（コンテンツ・アプリケーション事業者
を含めた多くの事業者が参画し、利用者の安心・安
全を確保するための一定のルールの下で、自由に
アプリケーション・コンテンツを製作し、提供できる
機能です。放送コンテンツと連携したアプリケーシ
ョンも提供されるようになります。

　これは、スマートテレビとスマ
ートフォン、タブレットといった
多様な端末が、ＯＳやメーカー
に依存することなく、シームレス
継ぎ目なく）に連携できる機
能です。スマートテレビとの連
携により、ホームネットワークの
幅がまた一つ広がります。

（

）

放送とウェブが連携できる！

1

3
いろいろな端末間で連携できる！

いろいろなアプリケーションや
コンテンツが利用できる！

6MIC   August 20127 MIC   August 2012



Symposium on Web and TV 2012
テレビ放送とウェブの連携に関する国際シンポジウム

　

今
年
6
月
に
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

S
ym

p
o
sium

 o
n W

eb and T
V

012

」
を
東
京
で
開
催
し
、
国
際
的

な
連
携
の
下
で
、
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

国
内
外
の
大
勢
の
参
加
者
が
一
堂
に

会
し
て
、
次
世
代
の
テ
レ
ビ
と
な
る

ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ス
マ
ー
ト

テ
レ
ビ
の
基
本
機
能
を
搭
載
し
た

H
ybridcast

」（
開
発
中
）や「JoinTV

が
展
示
さ
れ
る
等
、
海
外
か
ら
の
参
加

者
に
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。

「2「

」

開催概要
平成24年6月12日日時

東京・台場（フジテレビジョン22階）場所

IPTVフォーラム主催

総務省共催

W3C（※）後援

340名程度（144企業・団体、7ヵ国からの参加）出席者

松崎総務副大臣（写真右端）と歓談するW3C CEOのJeffrey Jaffe氏（写真左端）
※World Wide Web Consortium：ウェブ技術の仕様策定を行う国際標準化団体

講演の様子

シンポジウム会場の様子

スマートテレビ推進に向けた基本戦略
　

総
務
省
は
、
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
の

推
進
に
向
け
た
基
本
戦
略
を
策
定
し
、

森
田
総
務
大
臣
政
務
官
か
ら
、
右
記

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「S

ym
posium

 on 

W
eb an

d T
V

 2
0
1
2

」
に
お
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
戦
略
で
は
、
ス
マ
ー
ト
テ

レ
ビ
の
推
進
に
向
け
た
3
原
則
を
掲
げ

て
、
利
用
者
の
視
点
に
立
ち
、
多
様
な

事
業
者
の
協
業
を
可
能
と
し
な
が
ら
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
環
境
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
利
便
性
・

選
択
肢
を
広
げ
、
市
場
を
拡
大
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
方
策
と
し
て
は
、
次
世

代
の
ブ
ラ
ウ
ザ
を
用
い
た
実
証
環
境

を
整
備
し
て
多
様
な
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
・
検

証
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
国
際
標
準

化
に
反
映
し
て
、
国
際
的
な
貢
献
度

を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
て
、
我
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
モ
デ

ル
を
発
信
し
、
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
の

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
国
際
的
な
展

開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

森田総務大臣政務官による基本戦略の発表

スマートテレビ推進の　 原則3

国際標準に則り、端末・サービス間の垣根を越えて相互に連携できる技術規格等を通じて、多様な端末メーカー、
アプリケーション・コンテンツ事業者等が参加できる事業環境を構築。

オープンな事業環境の構築3

アプリケーション・コンテンツ事業者、放送事業者、通信事業者、端末メーカー等が協力して推進に取り組み、官は
環境整備及び支援。

民間主導による協業2

利用者の視点に立った使いやすいインターフェース、安全・安心なサービスの提供。
ユーザー本位1

HybridcastJoinTV

スマートテレビの推進
に向けて

これからやってくるスマートテレビの時代。総務省は、その波に先駆けて、
スマートテレビの推進に向けた基本戦略を策定し、官民連携した様々な取組を推進しています。

 

、

総務省の
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政
策
評
価
制
度
は
、
行
政
の
説
明
責

任
の
徹
底
や
、
効
率
的
で
質
の
高
い
行

政
の
実
現
を
目
指
し
、
中
央
省
庁
等
改

革
の
一
部
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
行
政
機
関
は
、
政
策
を
企
画
立
案

し
遂
行
す
る
立
場
か
ら
、
所
掌
す
る
政

策
に
つ
い
て
、
必
要
性
、
効
率
性
、
有

効
性
な
ど
の
観
点
か
ら
、
自
ら
評
価
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
省
（
行
政
評
価
局
）
は

各
行
政
機
関
の
枠
を
超
え
た
全
政
府
的

見
地
か
ら
、
複
数
行
政
機
関
に
ま
た
が

る
政
策
の
評
価
、
各
行
政
機
関
が
行
っ

た
評
価
の
点
検
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

政
策
評
価
の
仕
組
み

　

平
成
23
年
度
の
政
策
評
価
実
施
件
数

は
、
2 

7 

4 

8
件
で
し
た
。
こ
の
う
ち

事
前
評
価
は
8 

0 

8
件
、
事
後
評
価
は

1 

9 

4 

0
件
で
し
た
。

（
前
年
度
は
2 

9 

2 

2
件
。
な
お
、
こ

れ
ま
で
最
も
多
か
っ
た
実
施
件
数
は
、

15
年
度
の
1 

1 

1 

7 

7
件
。）

　

政
策
評
価
の
結
果
は
、
評
価
対
象
政

策
の
改
善
・
見
直
し
を
実
施
す
る
等
、

す
べ
て
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、
3
省
で

計
17
事
業
、
約
2 

7 

4 

6
億
円
（
総
事

業
費
ベ
ー
ス
）
の
事
業
を
休
止
又
は
中

止
し
ま
し
た
。（
前
年
度
は
計
9
事
業

の
中
止
で
、
約
9 

8 

1
億
円
）

　

こ
の
う
ち
17
事
業
の
休
止
又
は
中
止

に
よ
る
残
事
業
費
は
約
2 

2 

6 

8
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
行
政
機
関
に
お
け
る

政
策
評
価
の
実
施
状
況

公
共
事
業
等
に
お
け
る

休
止
又
は
中
止
事
業
数
、

総
事
業
費
等

行政機関名 事業数 総事業費 残事業費

外務省 1事業 1.61億円 1.61億円

農林水産省 6事業 210.83億円 83.76億円

国土交通省 10事業 2,533.95億円 2,182.55億円

計 17事業 2,746.39億円 2,267.92億円

〈平成 23年度に休止又は中止とされた事業〉

事例集をつくりました！

　各行政機関が実施、公表した政策評価の実施内容及びその結果の政策への反映状況
を分かりやすく簡潔に紹介するために、上記の政策評価の中から、各行政機関が選定
した事例48件を総務省が取りまとめ、事例集を作成しました。
　総務省トップページに下記のバナーを設置していますので、こちらからご覧いただ
けます。

http://www.soumu.go.jp/main_content/000160225.pdfURLは以下のとおり

、

この報告は平成23年度における政策評価等の実施状況及び
これらの結果の政策への反映状況について取りまとめ、
国会に提出したものです。今回で10回目となります。

平成23年度
政策評価の

国会報告について

政府全体の状況

政府全体の政策評価の実施状況等の報告（今年で10回目）

政策の
マネジメント・サイクル

Plan
政策の
企画立案

Check
評価

Action
企画立案
への反映

Do
実施

● 政策評価制度の改善・強化
● 複数行政機関にまたがる政策の評価
● 各行政機関が行った評価の点検

平成23年度
政策評価実施件数
（2,748件）

総務省（行政評価局）

各行政機関

国会

※所管する政策に
ついて自ら評価。
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目
標
管
理
型
の
政
策
評
価
（
注
）
に

つ
い
て
、
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
と
連
携

し
つ
つ
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
分
か
り
や

す
い
政
策
評
価
の
実
現
の
た
め
、
各
行

政
機
関
に
お
け
る
平
成
24
年
度
か
ら
の

取
組
に
つ
い
て
の
標
準
的
な
指
針
と
し

て
、「
目
標
管
理
型
の
政
策
評
価
の
改

善
方
策
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
」（
平

成
24
年
３
月
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

注
「
目
標
管
理
型
の
政
策
評
価
」
と
は
、

実
績
評
価
方
式
を
用
い
た
政
策
評
価
及

び
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
目
標
の
達

成
度
合
い
に
つ
い
て
評
価
す
る
内
容
を

含
む
、
い
わ
ゆ
る
「
施
策
」
レ
ベ
ル
の

政
策
の
事
後
評
価
を
い
い
ま
す
。

目
標
管
理
型
の
政
策
評
価
の

改
善
方
策

◀事前分析表（様式）

改善のポイント

事前に施策目標を公表するとともにその達成手段
（事務事業）との関係（政策体系）を整理。

事前分析表の導入

各行政機関共通の標準的な様式により、統一性・
一覧性を確保。また、評価に当たり、行政事業
レビューの情報を活用するなど、行政事業レビ
ューとの連携を確保。

評価書の標準様式の導入等

▶評価書（様式）

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/56002.html
目標管理型の政策評価の改善方策

　

総
務
省
で
は
、
政
府
全
体
と
し
て
の

統
一
性
又
は
総
合
性
を
確
保
す
る
た
め

の
評
価
と
、
各
行
政
機
関
が
行
う
政
策

評
価
の
客
観
的
か
つ
厳
格
な
実
施
を
担

保
す
る
た
め
の
評
価
活
動
（
点
検
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
件
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
は
、

❶ 

児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
増
加

の
一
途

❷ 

虐
待
死
亡
児
童
数
は
減
少
し
て
い

な
い

❸ 「
発
生
予
防
」、「
早
期
発
見
」、「
早

期
対
応
か
ら
保
護
・
支
援
」、「
関

係
機
関
の
連
携
」
の
各
施
策
に
お

け
る
効
果
の
発
現
状
況
を
み
て
も
、

早
期
対
応
か
ら
保
護
・
支
援
に
つ

い
て
は
一
定
の
効
果
が
み
ら
れ
る

も
の
の
、
残
り
の
施
策
に
つ
い
て

は
い
ず
れ
も
不
十
分

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
策
全
体
と
し
て

の
効
果
の
発
現
は
不
十
分
で
あ
り
、
各

施
策
に
お
け
る
問
題
・
課
題
を
解
消
す

る
た
め
の
措
置
を
平
成
24
年
１
月
20
日

に
関
係
行
政
機
関
に
勧
告
し
ま
し
た
。

◆ 

法
曹
人
口
の
拡
大
に
よ
り
、
弁
護
士

ゼ
ロ
・
ワ
ン
地
域
の
ほ
ぼ
解
消
な
ど
国

民
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
改

善
の
た
め
の
基
盤
整
備
な
ど
一
定
の
効

果
が
み
ら
れ
る
。

◆ 

一
方
、
法
曹
人
口
の
拡
大
及
び
法
曹

養
成
制
度
の
改
革
に
関
す
る
政
策
に
つ

い
て
は
、
司
法
試
験
の
年
間
合
格
者
数

に
係
る
目
標
値
の
検
討
、
法
科
大
学
院

に
お
け
る
教
育
の
質
の
向
上
、
法
科
大

学
院
の
入
学
定
員
の
更
な
る
削
減
、
他

校
と
の
統
廃
合
の
検
討
等
の
課
題
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
改
善
方
策
を
平
成
24

年
4
月
20
日
に
関
係
行
政
機
関
に
勧
告

し
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
に
関
連
す
る
政
策
評
価
等

に
特
化
す
る
と
の
考
え
方
か
ら
、
租
税

特
別
措
置
等
、
規
制
、
公
共
事
業
の
３

分
野
に
つ
い
て
各
行
政
機
関
が
行
っ
た

政
策
評
価
を
点
検
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
税
制
改
正
要
望
に
際
し

行
わ
れ
た
租
税
特
別
措
置
等
に
係
る

政
策
評
価
全
件
（
12
府
省
1
6
5
件
）

に
つ
い
て
、
評
価
が
税
制
改
正
作
業
に

お
け
る
具
体
的
な
検
討
に
役
立
つ
内
容

と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点

か
ら
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

規
制
を
行
う
際
に
事
前
に
行
わ
れ

た
政
策
評
価
全
件
（
10
省
1
1
1
件
）

に
つ
い
て
、
規
制
の
目
的
、
内
容
、
必

要
性
や
費
用
・
便
益
の
要
素
が
適
切
に

記
載
さ
れ
て
い
る
か
、
な
ど
の
観
点
か

ら
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
共
事
業
の
個
々
の
政
策
評
価
の
う

ち
３
府
省
に
係
る
10
事
業
51
件
を
抽
出

し
て
点
検
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
各

府
省
が
公
共
事
業
の
費
用
と
効
果
の
関

係
を
分
析
す
る
際
に
用
い
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
不
備
な
点
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
課

題
と
し
て
指
摘
し
て
い
ま
す
。

【
租
税
特
別
措
置
等
】

【
規
制
】

【
公
共
事
業
】

法
曹
人
口
の
拡
大
及
び

法
曹
養
成
制
度
の
改
革
に

関
す
る
政
策
評
価

児
童
虐
待
の
防
止
等
に

関
す
る
政
策
評
価

統
一
性
又
は
総
合
性
を

確
保
す
る
た
め
の
評
価

客
観
性
担
保

評
価
活
動（
点
検
）

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/hyouka/seisaku_n/nenji_houkoku.html
政策評価等の実施状況等の国会報告

目標管理型の
政策評価の改善方策

総務省による
政策の評価
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「子ども霞が関見学デー
を開催

～「実はここにも総務省」を体感しよう!!～

」夏
休
み
は
総
務
省
へ
！

「
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」
は
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
子
ど

も
た
ち
が
夏
休
み
に
広
く
社
会
を

知
る
た
め
の
体
験
活
動
の
機
会
で

す
。
文
部
科
学
省
を
中
心
に
、
霞

が
関
の
府
省
庁
等
が
連
携
し
、
施

策
に
対
す
る
理
解
の
増
進
を
図
る

た
め
、
各
省
の
業
務
説
明
や
省
内

見
学
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
省
で
は
、「
デ
ジ
タ
ル
四

次
元
地
球
儀
で
宇
宙
か
ら
見
た
地

球
を
体
験
し
よ
う
！
」
を
は
じ
め
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
こ
の
機
会
を
お

見
逃
し
な
く
！

平成24年
8月8日（水）・9日（木
10：00～15：00

受付日時

中央合同庁舎
第2号館1階ロビー

受付場所

※当日は1階正面玄関からのみ
　入れます。（ほかの出入口からは
　入れませんのでご注意ください。）

開催概要

）
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エリアマップ

いろいろ
体験して
みてね！

1F

平和祈念展示資料館って
どんなところだろう？

戦争の悲劇や労
苦の歴史の体験
談や資料などを展
示しています。忘
れてはならない歴
史を知ろう！

スマートホンで遊ぼう！

ゲームや動画など、い
ろいろ使えるスマートホ
ン。使い方や注意点など
学べるよ。

電波ってなあに？　
～電波利用ルールをまなぼう！～

電波には違法なも
のもあって、知ら
ずに周りに迷惑を
かけることも。使
い方のルールを
知っておこう！

キミも統計データと
ふれあおう！

私たちの社会や暮らしの
なりたちを、いろいろな
データから知ることができ
るよ。

なるほど！
ぎょうせいそうだん!!

危険な歩道があるなど、
地域でおこっている身の
回りの困りごとなど、ここ
で相談できるかも！

B2F

楽しい
イベントが
いっぱい！

未来の学校を体験しよう！
～フューチャースクール推進事業～

デジタル黒板
と、生徒たち
の手にはタブレ
ット。すでに動
き出している近
未来の授業を
体験しよう！

デジタル四次元地球儀で宇宙から
見た地球を体験しよう！

巨大なデジタル地球儀が浮かぶ宇宙空間へ
ようこそ！　この惑星の未来がみえてくる!?

屋外

チャレンジ・
ザ・ファイヤー
ファイター 消火体験

火事だ！　火元に
狙いを定めて水
消火器を発射！い
ざという時に備
え、本物で操作
を学びます。

煙ハウス
火災で怖いの
が煙。地面に
近いほど煙が
少ないことな
ど、煙ハウス
で実体験！

地震体験

すさまじい震度7の揺れ
を体感！　地震の時、パ
ニックにならないよう地震
を体験しておこう！

電波監視車見学
救急無線など
を妨害する、
違法電波の発
信場所を突き
止める監視車
の内部に迫る！

防災パネルの展示

応急担架や、日頃、備え
ておきたい防災グッズや
防災パネルが展示される
よ！

消防写真館
火災の恐ろしさ
や予防の大切
さ、そして消
防隊の活動な
どを写真で実
感！

総務省　子ども霞が関見学デー
http://www.soumu.go.jp/menu_news/gyouji/02koho03_03000189.html
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テレビの見方を
学ぼう！

放送分野におけるメディアリテラシー

テ
レ
ビ
と
子
ど
も
た
ち

　
私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
見
て

い
る
テ
レ
ビ
。
テ
レ
ビ
は
映
像
と

音
で
様
々
な
情
報
を
私
た
ち
に
伝

え
、
便
利
で
楽
し
い
も
の
で
す
が
、

一
方
で
私
た
ち
の
見
方
や
考
え
方

に
思
わ
ぬ
影
響
を
与
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
と
く
に
、
子
ど
も
た
ち
は
大
人

よ
り
も
警
戒
心
や
判
断
力
が
低

く
、
テ
レ
ビ
の
世
界
と
現
実
の
世

界
の
区
別
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
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り
、
テ
レ
ビ
の
「
編
集
」
さ
れ
た

一
面
的
な
見
方
に
と
ら
わ
れ
て
し

ま
っ
た
り
し
が
ち
で
す
。
過
去
に

は
、
テ
レ
ビ
の
暴
力
シ
ー
ン
が
子

ど
も
た
ち
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
を
含
め
、
私
た
ち

が
テ
レ
ビ
と
上
手
に
つ
き
あ
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
読

み
解
く
能
力
で
あ
る
「
メ
デ
ィ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

メディアリテラシーとは？ 次の3つを構成要素とする、複合的な能力のこと。

メディアを主体的に読み解く能力。

メディアにアクセスし、活用する能力。

メディアに通じコミュニケーションする能力。
とくに、情報の読み手との相互作用的（インタラクティブ）コミュニケーション能力。

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を

学
ぶ
意
識

　
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い

て
学
ぶ
と
、
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
番

組
に
番
組
制
作
者
が
込
め
た
意
図

を
多
面
的
に
読
み
解
き
、
自
分
に

と
っ
て
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択

し
、
テ
レ
ビ
を
有
意
義
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
総
務
省
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
を
開
発

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

り
、
教
材
（
D
V
D
や
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
教
材
は
、
小
中
学
生
を
対
象
と

し
て
作
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
発

達
段
階
に
応
じ
て
、
テ
レ
ビ
の
世

界
と
現
実
の
世
界
の
区
別
を
つ
け

る
こ
と
、
テ
レ
ビ
の
仕
組
み
、
テ

レ
ビ
に
お
け
る
演
出
手
法
、
編

集
（
撮
影
さ
れ
た
映
像
や
音
声
を
、

切
り
出
し
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
、
番
組

と
す
る
こ
と
）、
編
集
の
意
図
や

方
法
に
よ
っ
て
同
じ
映
像
で
も
意

味
が
変
わ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
の
先
生
方
が

教
材
を
活
用
す
る
方
法
に
つ
い
て

も
、
モ
デ
ル
授
業
の
模
様
や
学
習

指
導
案
な
ど
を
「
実
践
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
貸
出
教
材
の
紹
介
や
教
育
者
向

け
情
報
の
詳
細
は
、
放
送
分
野
に

お
け
る
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教材をご活用ください！

放送記者坂井マヤ
～ストーリーをさがせ～〈WEB教材〉

放送記者の疑似体験（シミュレーション）を通して、子
どもがニュースについて考え、創造する力を身につける
教材です。WEB 画面の火事現場では、パソコンのマウ
ス ポインタをカメラのように動かして、「自分が伝えたい」
場面を切り取ることができます。

カメラワーク、照明、音楽といった、テレビ番組で使わ
れる演出技法を、楽しくゲーム感覚で学ぶことができる
シミュレーターです。

映像不思議シミュレーター
〈CD-ROM／WEB教材〉

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/top/hoso/kyouzai.html
この他、多彩な教材を提供しています。詳しくはこちらのホームページをご覧ください。（または「テレビの見方を学ぼう」で検索）
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医療ＩＣＴシンポジウムを
開催しました

総務省では、超高齢社会の到来に向けて、医療の情報化に関する取組を行っております。
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総
務
省
は
6
月
21
日
、「
医
療

I
C
T
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム-

医
療

I
C
T
が
創
る
地
域
の
未
来-

」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
我
が
国

に
お
い
て
は
、
医
師
不
足
、
医
師

の
偏
在
な
ど
の
地
域
医
療
が
抱
え

る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
限
ら

れ
た
医
療
資
源
を
有
効
的
に
活
用

し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
般
の
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
お

け
る
継
続
的
な
医
療
提
供
体
制
の

確
保
の
必
要
性
・
重
要
性
が
高

ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、

総
務
省
に
お
い
て
は
、
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
、

医
療
・
救
急
分
野
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
分
野
に
お
け
る

I
C
T
利
活
用
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
医
療

I
C
T
に
関
す
る
先
進
的
な
取

組
に
つ
い
て
の
講
演
と
共
に
、
課

題
に
つ
い
て
有
意
義
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

森田総務大臣政務官による挨拶

プログラム
■主催者挨拶

■プレゼンテーション

処方情報電子化・医薬連携事業（香川県）
株式会社STNet　営業本部医療 IT推進部マネー
ジャー 横田 貴文氏

医療・介護連携事業（広島県）
NPO法人天かける理事長 伊藤 勝陽 氏

共通診察券事業（島根県）
一般社団法人出雲医師会理事 児玉 和夫 氏

奈良県救急医療管制支援システム
（e-MATCH）事業（奈良県）
NPO法人ヘルスサービスR＆Dセンター
（CHORD-J）理事長 青木 則明 氏

地域共通診察券発行による安心・
安全な健康医療福祉情報基盤整備事業
（京都府 等）
NPO法人日本サスティナブル・コミュニティ・センター
顧問 北岡 有喜 氏

救急医療・ICT医療連携推進事業
（佐賀県）
佐賀県健康福祉本部医務課主査 円城寺 雄介 氏

岐阜県救急医療全体最適化事業（岐阜県）
NPO法人岐阜救急災害医療研究開発機構 
常務理事 小倉 真治 氏

■パネル討論
　 「医療ICTの普及に向けた展望と課題」

岐阜大学大学院医学系研究科
救急・災害医学 教授

IT戦略本部
「医療情報化に関するタスクフォース」主査
総務省「日本版EHR事業推進委員会」主査 
小倉 真治 氏

司会

プレゼンテーション登壇者パネラー

　医療ＩＣＴの普及・展開に向けて
　シンポジウムでは、冒頭、森田高総務大臣政務官より挨拶があり、総務省及び厚生労働省より医療ＩＣＴに関す
る予算施策について説明が行われました。
　その後、前半部で総務省における医療ＩＣＴの取組について、各事業のプロジェクトリーダー７名よりプレゼンテ
ーションが行われました。
　プレゼンテーションでは、救急医療におけるＩＣＴを活用した効率的な救急搬送に関する取組や地域の保有する
患者の医療・健康情報を安全かつ円滑に共有するための医療情報連携基盤（ＥＨＲ）の構築に関する取組などにつ
いて、取組の概要や成果についての説明が行われました。
　プレゼンテーションの後、後半部では、プレゼンターとしても登壇した、岐阜大学大学院医学系研究科の小倉真
治氏を司会として、各事業のプロジェクトリーダーをパネリストに、「医療ＩＣＴの普及に向けた展望と課題」という
テーマのもと、パネルディスカッションが行われました。
　パネルディスカッションでは、医療ＩＣＴの普及・展開に向けて各主体が果たすべき役割、将来目指すべき姿、課
題について意見が交わされました。

パネル討論の模様 日本版EHR事業推進委員会主査　小倉真治氏によるプレゼンテー
ション

“Electronic Health 
Record”の略称で、個
人の医療・健康情報（診
療情報・調剤情報等）を
電子的に管理・活用する仕
組みのことで、過去の診療
内容にもとづいた継続的な
医療が可能になり、重複検
査の回避、医療費適正化
への寄与、個人の健康増
進などが期待できます。

ＥＨＲとは？

閲覧

閲覧
閲覧

登録

登録 登録

病院

医療情報連携基盤

病院

◯◯薬局

薬局

診
療
所

診療所

介護施設

登録

閲覧

総務省　『医療 ICTシンポジウム　ー医療 ICTが創る地域の未来ー』の開催
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu02_02000043.html
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吾平総合支所

串良総合支所

輝北天球館

鹿屋市役所

かのやばら園
海上自衛隊
鹿屋航空基地
史料館

肝属川

220

269

高隈山
（大篦柄岳）

大隅湖

高隈山
（御岳）

504

輝北総合支所

外
か
ら
の
視
点
を
取
り
入
れ
て

新
た
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
ま
ち

活
気
あ
る
市
街
地
と
広
大
な
農
業
地
帯
が
共
存
す
る

大
隅
半
島
の
中
心
都
市
。

そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
視
点
か
ら
、

新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

撮
影
：
宇
賀
神
善
之　

写
真
提
供
：
鹿
屋
市 鹿か

の

屋や

市し

鹿
児
島
県

。
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鹿児島県

鹿屋市

人口：104,498人（平成24年6月1日現在）

面積：448.33km²

H P：http://www.e-kanoya.net/

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ

＆
ば
ら
の
ま
ち

　

大
隅
半
島
の
中
央
に
位
置
す
る

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
。
県
内
3
位
の

人
口
規
模
を
誇
り
、
活
気
あ
る
都

市
機
能
と
、
山
、
海
、
畑
な
ど
の

自
然
資
源
を
兼
ね
備
え
た
、
豊
か

な
住
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
唯
一
の
国
立
体
育
大
学
で

あ
る
鹿
屋
体
育
大
学
を
有
す
る
こ

と
で
も
有
名
な
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

で
す
が
、
今
最
も
推
し
て
い
る

の
が
日
本
最
大
級
の
規
模
を
誇
る

か
の
や
ば
ら
園
。
市
花
も
バ
ラ
に

定
め
、
バ
ラ
を
使
っ
た
特
産
品

の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

大
隅
定
住
自
立
圏
の

中
心
都
市
と
し
て

　

大
隅
半
島
の
産
業
、
経
済
の
中

心
地
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
た

鹿
屋
市
は
、
総
務
省
が
提
言
す
る

定
住
自
立
圏
構
想
」
に
お
け
る
中

心
都
市
と
し
て
、
周
辺
の
垂
水
市

志
布
志
市
、
大
崎
町
、
東
串
良
町

錦
江
町
、
南
大
隅
町
、
肝
付
町
と

と
も
に
「
大
隅
定
住
自
立
圏
」
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
取
組
の
一
つ
と

し
て
、
鹿
屋
市
が
中
心
と
な
っ
て

圏
域
共
同
の
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

を
整
備
し
、
救
急
医
療
体
制
の
強

化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家

畜
の
飼
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る

T
M
R
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
畜

産
業
の
振
興
を
推
進
し
て
い
ま
す

さ
ら
に
、
圏
域
共
同
で
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
を

行
い
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
の
整
備
も
順
調
に
進

ん
で
お
り
、
大
隅
半
島
の
今
後
の

さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
が
高
ま
り

ま
す
。

鹿屋市西部の錦江湾沿岸にある荒平天神にて。

鹿屋市を一望。畜産業と
農業がさかんで、とくに豚
や肉用牛、サツマイモの
生産量は全国２位を誇る。

8ヘクタール5万株のバ
ラが見事な、日本最大
級の「かのやばら園」。
今年４月にリニューアル
オープンした。

海上自衛隊鹿屋航空
基地史料館には、決し
て風化させてはならない
貴重な特攻隊の資料
が展示されている。



は
あ
り
ま
す

大
地方力

1
若手企業人地域交流プログラム

都市と地方の交流の懸け橋に！
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鹿
屋
市
役
所
で
は
、
総
務
省
が

推
進
す
る
「
若
手
企
業
人
地
域
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
じ
て
民
間

企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た
2
名
の
若

手
職
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
損

害
保
険
会
社
で
自
動
車
事
故
の
対

応
や
保
険
金
支
払
い
を
担
当
し
て

き
た
大
槻
さ
ん
と
、
外
食
情
報
サ

イ
ト
運
営
会
社
で
生
産
者
と
飲
食

店
を
結
び
つ
け
る
提
案
型
営
業
を

行
っ
て
き
た
後
藤
さ
ん
で
す
。

　
「
黒
豚
や
カ
ン
パ
チ
な
ど
、
鹿

屋
は
食
材
の
宝
庫
な
の
に
知
名
度

が
な
い
。
こ
れ
ら
の
特
産
品
を
全

国
区
に
で
き
た
ら
」
と
後
藤
さ

ん
。
外
か
ら
の
視
点
に
よ
る
率
直

な
意
見
は
、
鹿
屋
市
活
性
化
の
貴

重
な
ア
イ
デ
ア
源
で
す
。
ま
た
、

若
い
2
人
に
と
っ
て
は
新
た
な
フ

ィ
ー
ル
ド
で
の
経
験
が
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
保
険

会
社
で
は
顧
客
と
の
信
頼
関
係
が

大
切
で
し
た
が
、
そ
れ
は
市
役
所

も
同
じ
。
市
民
全
員
が
顧
客
な
の

で
、
き
め
細
か
な
対
応
か
ら
は
学

ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
」
と
大
槻
さ

ん
。
市
の
職
員
た
ち
に
と
っ
て
も

彼
ら
の
存
在
は
刺
激
に
な
り
、
好

循
環
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

鹿屋市の特産品をPRする若手2
人。左から、農林商工部産業振興
課の後

ご

藤
とう

虎
こ

南
なん

さん、農林商工部
商工観光課の大

おお

槻
つき

裕
ひろ

紀
き

さん。

市が運営する「かのや
ばら園」でバラの切り
花を手伝う大槻さん。
ばら園の運営やイベン
ト企画、全国へのPR
展開など、精力的に取
り組んでいる。

養豚農家の福留さ
んと情報交換する
後藤さん。“食”の
分野を中心に、ブ
ランド化と販路開
拓に携わっている。

空き家を活用した
ユニークな集落再生！

地方力

2
「やねだん」の
迎賓館事業

　

鹿
屋
市
串
良
町
の
柳
谷
集
落
。

地
元
で
「
や
ね
だ
ん
」
と
呼
ば
れ

る
小
さ
な
集
落
で
は
、
空
き
家
を

改
修
し
た
「
迎
賓
館
」
に
7
人
の

芸
術
家
が
移
住
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。「
歴
史
あ
る
建
物
が
空
き

家
に
な
っ
て
荒
れ
て
い
く
の
は
も

っ
た
い
な
い
。
き
ち
ん
と
修
理
す

れ
ば
集
落
の
核
と
な
る
ス
ポ
ッ
ト

に
再
生
で
き
る
」
と
柳
谷
町
内
会

長
の
豊
重
哲
郎
さ
ん
。
集
落
の
自

主
財
源
と
住
民
の
力
だ
け
で
空
き

家
を
改
修
し
、
全
国
か
ら
芸
術
家

を
募
集
し
ま
し
た
。「
芸
術
は
人

を
呼
ぶ
し
、
子
ど
も
の
感
性
を
育

て
ま
す
か
ら
ね
」

　

こ
の
「
迎
賓
館
事
業
」
が
ス
タ

ー
ト
し
て
以
来
、
I
・
U
タ
ー

ン
者
が
増
え
、
集
落
に
子
ど
も
が

増
え
ま
し
た
。「
う
ち
の
子
は
集

落
の
み
な
さ
ん
に
育
て
ら
れ
て

い
ま
す
し
、
う
ち
に
も
い
ろ
ん
な

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
よ
」

と
話
す
の
は
、
や
ね
だ
ん
生
ま
れ

の
子
を
も
つ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
河

野
精
一
さ
ん
。
集
落
全
体
で
子
ど

も
た
ち
を
見
守
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
輪
と
、
芸
術
に
気
軽
に
触
れ

ら
れ
る
環
境
が
「
や
ね
だ
ん
」
に

。

元スーパーの空き家を改装した「ギャラリーや
ねだん」。芸術家たちの作品展示はもちろん、
近所の子どもたちの創作の場にもなっている。

迎賓館1号館で絵画を創作す
る、やねだん第1号アーティスト
の石原啓行さん。「移住して6
年になりますが、新しい仲間がど
んどん増えて刺激になります」

迎賓館6号館でろくろを
回す陶芸家の村久木孝
志さん。「集まって焼酎を
飲むのがいいコミュニケー
ションになっています」

「感謝」と「感動」が支える
行政に頼らない集落づくり
柳谷町内会長 豊重哲郎さん

　私が自治公民館長に就任した平成8 すには「感動」が必要です。得意分野

年、集落人口の減少や急速な高齢化 で活躍できる感動、「ありがとう」と言わ

が問題となっていました。集落再生には れる感動、身近な問題が解決できた感

自主財源が必要です。住民総出でサツ 動。これらの繰り返しで、自分の働きの

マイモを栽培し、焼酎などに加工して販 成果が自分に返ってくることに気付くの

売。その売上をさらに土着菌の製造や です。地道な活動の積み重ねで、全戸

空き家の改修など、地域づくりに活用し に1万円のボーナスが還元でき、人口も

ています。 増加しました。心を一つにして取り組んで

　住民の自主的な参加意識を生み出 くれる「やねだん」の住民に感謝です。

牛小屋を改装した美術館の横で、豊重さんを囲
むやねだんの芸術家たち。
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